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宮城　信雄

平良　博史
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●ふれあい老人訪問看護ステーション

●沖縄第一病院指定居宅介護支援事業所

●介護老人保健施設「おおざと信和苑」

●訪問リハビリテーション

●通所リハビリテーション

●住宅型有料老人ホーム「そよかぜ」
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●訪問介護

●通所介護
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098-889-3301

お買い物・お食事はイオン南風原ショッピングセンターへGO!

新生活のご準備は、イオンにおまかせください

イオン琉球（株） イオン南風原店

〒901-1104  南風原町字宮平264番地

☎098-940-6179 (採用係直通電話) (受付／ 10:00～19:00) (担当／総務)

店舗スタッフ

1日4～5H勤務
主婦(夫)・学生大活躍中!!

「新生活」「新入学」「育児」等での
シフト調整可能です！

あなたのライフスタイルに
あわせて働けます!!

初心者大歓迎です!!

☆時間帯応相談☆

●時間帯別時給●

5:00～8:00

8:00～9:00

9:00～17:00

7:00～22:00

22:00～翌5:00

レジ以外 レジ担当

873 円

773 円

723 円

793 円

904 円～1,017 円

893 円

793 円

743 円

813 円

■募集INFO …………………………

■会社 ・ 店舗INFO …………………

　  総合小売業(スーパーマーケット)

右記参照

日・祝出来る方

表記参照

月８～10回(勤務シフトによる)

職務レベルアップによる昇級有、

交通費支給(当社規定による)

電話連絡の上、履歴書(写真貼付)を

持参下さい。

※簡単な採用試験有

※高校生は◯時 714円～  ※日・祝は加給有

募 集 職 種 勤 務 時 間

ア パ

求人

時

資

給

休

待

応

事

食品チェッカー担当

早朝品だし担当

デイリー担当

デリカ担当

ホームファッション担当

ノンフーズ担当

ステイショナリー担当

サイクル担当

総務担当

商品管理担当

販売促進担当

サービスカウンター担当

カート回収担当

紳士担当

婦人担当

キッズ担当

19:00～深0:00

5:00～9:00 

19:00～深0:00

8:00～19:00

13:00～20:00 

19:00～深0:00

19:00～深0:00

9:00～23:00

8:00～19:00

8:00～19:00

8:00～19:00

19:00～深0:00

9:00～19:00

19:00～深0:00

19:00～深0:00

19:00～深0:00

098-940-6334

098-882-6760

0120-815-718

098-940-6123

イオン南風原店

098-940-6177

098-940-6282 098-888-3651

DHC直営店

098-940-6500 098-889-1828 098-940-6160

098-987-1081 098-940-6190

098-882-6598 098-940-6211

学校応援隊はえばる ～できる人が・できることを・できるときに～
（南風原町学校支援地域本部事業）
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37,955人(-55)

18,717人(-14)

19,238人(-41)

14,157戸(-6)

115人

84戸

人口

男性

女性

世帯数

外国人登録人口

外国人世帯数

45人

16人

131人

215人

出生

死亡

転入

転出

２月の人の動き町の人口（２月末現在）

私たちは、南風原町民であることに誇りを持ち、

みんなで力を合わせ、明るく、豊かで、住みよいまちをを作るため、

すすんで次のことを実行しましょう。

1. 私たちは、教育を大事にし、文化の高い町をつくりましょう。

1. 私たちは、自然を愛し、みどり豊かな美しい町をつくりましょう。

1. 私たちは、健康で明るい家庭をつくりましょう。

1. 私たちは、きまりと時間を守り、住みよい町をつくりましょう。

1. 私たちは、よく働き、よく学び、豊かな町をつくりましょう。

南星中１・
３年

翔南小４年
生

津嘉山小・翔南小
３年

北丘小

　沖縄の伝統文化にふ

れ、文化の継承への意

識を高める」事を目的

に、三線の授業が行わ

れました。

　生徒たちは中央公民

館三線サークル（講師：

与那嶺信武先生）会員

のご協力で「海の声」に

挑戦しました。時間を忘れ集中する生徒も多く充実した

授業となりました。

　北丘小学校（８４９名）では、

北京パラリンピック銀メダリス

トの上與那原さんを迎え福祉講

演会を行いました。上與那原さ

んは車椅子陸上について説明を

し、「私は、東京に向けて頑張っ

ています。皆さんも、目標をた

てて夢をあきらめず、楽しく頑

張ってください」と話してくれました。講演後、児童はメダル

を見せてもらい感激した様子でした。

　翔南小学校では、町社会福

祉協議会の田場さんと神里さ

んからお話しをうかがいまし

た。児童から「目が見えなくて

困ることは何？」、「社協の予算

はいくら？」等の質問が続出し

ました。アイマスク介助体験で

は声かけの大切さを学びまし

た。担当の先生からも「たくさ

んの気づきがあり学習が深まった」と感想がありました。

　「生徒指導っ

て？」「勉強方法

教えて！」等の

質問に先輩達は

丁寧に応えてい

ました。中三の

照屋さんは「い

ろんな事に挑戦

して頑張るきっ

かけを見つけ

て！」、高三の濱

川さんは「高校では自分の好きなものを極めてほ

しい」と６年生にエールを送りました。

津嘉山小・翔南

小３年生は町の

特産物である

「かぼちゃ」を使

用して団子作り

に挑戦しました。

地域のボラン

ティア講師の皆

さんに丁寧に指

導していただき、

美味しい「かぼ

ちゃ団子」がで

きました。児童

からは「みんな

で協力して作っ

た団子はとても

美味しかったで

す」と感想があ

りました。

｢郷土の楽器に親しむ」

～三線の楽しさを体験させる～

　　　総合学習
　社協講話「ふくしとは？」

　「視覚障がいのお話とアイマスク介助体験」　　　

総合学習
「かぼちゃ団子作り」

「中三と高三の先輩と語る会」

福祉講演会
東京パラリンピックを目指して

よなみね のぶたけ            おおしろとしえ

三線の弾き方を教える

与那嶺信武さん、大城敏恵さん

協力いただいたボランティアの皆さん

                       はまかわ かんた

              ひが　はるき               てるや　ゆめの

    しもじ  ちゃら              またよし こうよう

右から濱川寛大さん(首里高３年)、

比嘉陽輝さん、照屋由姫乃さん、

下地茶楽さん、又吉航瑶さん(南中３年)

うえよなばる ひろかず

上與那原寛和さん

かみざと さちこ                            たば あつし

点字絵本の読み方を教える

神里幸子さん（社協の田場敦さん）

南風原小６
年


